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山都町社会福祉協議会へ寄付ありがとうございます

～山都町農業研修制度 4期生の研修がスタートしました。～
　4月より山都町農業研修制度研修生 4期生として、谷

やとう

藤晃
あきひろ

宏さんがYASKI 
FARM（金内、鳥越靖基さん）にて農業研修をスタートされました。この制
度は山都地域担い手育成総合支援協議会が実施している農業研修制度で、受
入農家さんの下で 1～２年の研修を経て、新規就農や雇用就農を目指す制度
です。谷藤さんは独立して就農することを目
的に佐賀県より移住され、現在、清和の短期
滞在施設に入居されています。
　山の都地域しごとセンターでは平成 30 年
から山都町で農業をしたいという方の相談対
応やサポートを行い、5名の新規就農者を誕
生させています。これからも山都町の農業担
い手育成のサポートを行っていきます。
※空き家や移住・定住に関するお問合せは、
お気軽にどうぞ。

 山の都地域しごとセンター ☎ 72-9111 e-mail:yamato.shigotocenter@machi-y.jp 

　2019 年に入庁してまだマスク
を外せない日々が続いているのが
不思議な気持ちです。自粛続きの
生活でストレス解消法も食べるこ
とぐらいしか無くなってきまし
た。辛い食べ物が好きなのですが
辛いラーメンにハマり３食連続で
食べてお腹を壊すなどしていま
す。胃は弱くなりましたが広報担
当になり終わらない修正にメンタ
ルは強くなってきた気がします。
　さて、今月は防災月間です。例
年より早い梅雨入りとなりました
が早い梅雨明けとはならないよう
です。防災マップや避難所情報な
どを受け取れる町の防災アプリの
取得方法を掲載していますのでぜ
ひご覧ください。 （澤村）

編 集 後 記

　いただいた香典返し（寄付金）は地域福祉
の活動に使わせていただいております。
　写真は馬見原いきいき水曜会のサロン活動
時の様子です。
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災害に対する日頃の備えを～あなたは大丈夫？
１　災害イマジネーション
　災害との遭遇をいかに具体的に自分自身でイメージできるかが、防災
対策の鍵です。
　常に災害への備えを自分自身でイメージしておきましょう。
２　地域の危険箇所や避難経路の確認
　日頃から、住んでいる地域で過去に水害や土砂災害の被害がないか確認するこ
とも大事です。市町村が作成しているハザードマップを確認し、自分の住んでい
る地域の危険箇所（過去に浸水した場所等）や避難経路を予め把握し、確認して
おきましょう。
３　備蓄食料等の準備～無駄にならない日常備蓄～
　これまでの災害用備蓄は、乾パンや懐中電灯等普段使わない物を用意する特別
なことと考えられてきました。しかし、日頃利用している食料品や生活必需品を
少し多めに購入しておく「日常備蓄」なら簡単で無駄にならない備蓄ができます。
４　家族との連絡手段の確認
　災害時に家族が離れ離れになった場合の安否の確認方法を決めてお
きましょう。
　電話が通じにくくなることも想定し、災害用伝言ダイヤルや災害用
伝言板等の使用方法を確認しておきましょう。
５　いざ、災害が発生したら
（1）予防的避難の重要性
　避難で重要なことは、「空振りをおそれないこと」です。
　台風や豪雨は、地震と違い、事前にある程度危険性を予測することが可能です。
　このくらいなら大丈夫だろうと過信することなく、最新の情報を参考
に、危険が迫る前の明るい時間帯に予防的避難を心掛けましょう。

（2）正しい防災情報の入手
　災害から身を守るためには、最新かつ正確な防災情報を入手して、自
分がおかれている危険性を正しく認識するとともに、将来の危険を想定
して、避難時期や避難場所等を適切に判断することが重要です。
　しかし、「平成 28年熊本地震」の際には、ＳＮＳを介して複数の虚偽の情報 (デマ情報）が流さ
れています。
　インターネットは情報を入手するのに有効な手段ですが、虚偽の情報が含まれる可能性があるこ
とを認識し、安易に信じて行動せず、自治体のホームページ等で正確な情報を入手しましょう。

（3）危険な行為
　雨風が強いときに、
　○　田畑の様子を見に行く
　○　海や川の様子を見に行く
　○　屋根等の高所で作業をする
　などの行為は大変危険です。絶対やめましょう！！

山都警察署・署協議会だより 熊本県警のホームページ
https：//www.pref.kumamoto.jp/police/
管内の犯罪・交通事故の発生状況、県警から
のお知らせ等が掲載中です。ＴＥＬ ７２－０１１０

農業研修のようす
（左：研修生の谷藤晃宏さん、
右：受入農家の鳥越靖基さん）
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